
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】両構成部材の溶接と同時に、両構成部材に対し

て確実に第３構成部材、たとえばプリント配線基板を、

付加的な構成部材を必要とすることなしに、位置固定で

きる溶接法を提供する。

【解決手段】第１構成部材１０と第２構成部材１１との

溶接法において、少なくとも１つのストッパ１７が、レ

ーザビーム２２によって両構成部材１０，１１を接合す

る際に、両構成部材の相互方向相対運動を制限すると同

時に、第３構成部材１２を該ストッパ１７によって前記

第１構成部材１０と第２構成部材１１の少なくとも１つ

に圧着させる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 構 成 部 材 （ １ ０ ； ２ ７ ； ２ ７ ａ ） と 第 ２ 構 成 部 材 （ １ １ ； ２ ８ ； ２ ８ ａ ） と の 溶 接
法 で あ っ て 、 第 １ 構 成 部 材 と 第 ２ 構 成 部 材 （ １ ０ ， １ １ ； ２ ７ ， ２ ８ ； ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ ）
と の 溶 融 域 （ １ ３ ； ３ ０ ） を 溶 融 す る た め の エ ネ ル ギ ー と し て レ ー ザ ビ ー ム （ ２ ２ ； ２ ９
） を 使 用 し 、 レ ー ザ ビ ー ム （ ２ ２ ； ２ ９ ） の エ ネ ル ギ ー を 弱 く し か 吸 収 し な い 材 料 か ら 成
る 第 １ 構 成 部 材 （ １ ０ ； ２ ７ ； ２ ７ ａ ） を 使 用 し 、 か つ レ ー ザ ビ ー ム （ ２ ２ ； ２ ９ ） の エ
ネ ル ギ ー を 強 く 吸 収 す る 材 料 か ら 成 る 第 ２ 構 成 部 材 （ １ １ ； ２ ８ ； ２ ８ ａ ） を 使 用 し 、 前
記 レ ー ザ ビ ー ム （ ２ ２ ； ２ ９ ） を 、 前 記 第 ２ 構 成 部 材 （ １ １ ； ２ ８ ； ２ ８ ａ ） を 貫 通 し て
前 記 第 １ 構 成 部 材 （ １ ０ ； ２ ７ ； ２ ７ ａ ） に 向 か う よ う に し 、 前 記 溶 融 域 （ １ ３ ； ３ ０ ）
の 外 部 に 、 前 記 の 両 構 成 部 材 （ １ ０ ， １ １ ； ２ ７ ， ２ ８ ； ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ ） の 相 互 方 向 運
動 を 制 限 す る 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ （ １ ７ ； ４ ３ ； ４ ３ ａ ） を 設 け て お く 方 法 に お い
て 、
　 溶 接 時 点 以 降 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 両 構 成 部 材 （ １ ０ ， １ １ ； ２ ７ ， ２ ８ ； ２ ７ ａ
， ２ ８ ａ ） を 相 互 に 圧 着 し 、 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ （ １ ７ ； ４ ３ ； ４ ３ ａ ） に よ っ て
、 溶 接 操 作 の 間 、 両 構 成 部 材 （ １ ０ ， １ １ ； ２ ７ ， ２ ８ ； ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ ） の 相 互 方 向 運
動 を 制 限 し 、 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ （ １ ７ ； ４ ３ ； ４ ３ ａ ） が 第 ３ 構 成 部 材 （ １ ２ ；
３ ５ ； ３ ５ ａ ） と 協 働 す る よ う に し 、 該 第 ３ 構 成 部 材 を 、 溶 接 操 作 後 は 少 な く と も １ つ の
前 記 ス ト ッ パ （ １ ７ ； ４ ３ ； ４ ３ ａ ） に よ っ て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 構 成 部 材 （ １ ０ ， １
１ ； ２ ７ ， ２ ８ ； ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ ） の 少 な く と も １ つ に 圧 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 溶
接 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 溶 融 域 （ １ ３ ； ３ ０ ） が １ つ の 細 長 い 溶 接 継 手 を 形 成 す る よ う に す る 、 請 求 項 １ 記 載 の
溶 接 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 溶 接 継 手 が 、 そ れ 自 体 閉 じ ら れ た 輪 郭 を 形 成 す る よ う に す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 溶 接 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ 構 成 部 材 （ ２ ７ ； ２ ７ ａ ； ２ ８ ； ２ ８ ａ ） に よ っ て 、 閉 鎖 状 態 で １ つ の
ケ ー シ ン グ （ ２ ５ ； ２ ５ ａ ） 、 特 に 少 な く と も １ つ の 電 子 構 成 素 子 （ ３ ６ ； ３ ６ ａ ） 用 の
ケ ー シ ン グ （ ２ ５ ； ２ ５ ａ ） を 形 成 す る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 溶 接
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 ３ 構 成 部 材 を 、 少 な く と も １ つ の 電 子 構 成 素 子 （ ３ ６ ； ３ ６ ａ ） を 支 持 す る プ リ ン ト
配 線 基 板 （ ３ ５ ； ３ ５ ａ ） と し て 構 成 し 、 該 プ リ ン ト 配 線 基 板 （ ３ ５ ； ３ ５ ａ ） を 縁 部 域
（ ４ ５ ） で 、 第 １ 構 成 部 材 （ ２ ７ ； ２ ７ ａ ） の 少 な く と も １ つ の 支 承 面 上 に 少 な く と も 部
分 的 に 載 設 す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 溶 接 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 ２ 構 成 部 材 （ ２ ８ ） の 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ （ ４ ３ ） を 、 第 １ 構 成 部 材 （ ２ ７ ）
に お け る 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 （ ３ ５ ） の 少 な く と も １ つ の 支 承 面 と 少 な く と も 部 分 的 に 覆
合 し て 配 置 す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 溶 接 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ （ ４ ３ ａ ） を 、 第 １ 構 成 部 材 （ ２ ７ ａ ） に お け る 、 プ リ ン ト
配 線 基 板 （ ３ ５ ａ ） の 支 承 面 の 内 側 に 配 置 す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 溶 接 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 発 明 の 上 位 概 念 と し て 特 定 し た よ う に 、 第 １ 構 成 部 材 と 第 ２ の 構
成 部 材 と の 溶 融 域 を 溶 融 す る た め の エ ネ ル ギ ー と し て レ ー ザ ビ ー ム を 使 用 し 、 し か も レ ー
ザ ビ ー ム の エ ネ ル ギ ー を 弱 く し か 吸 収 し な い 材 料 か ら 成 る 第 １ 構 成 部 材 を 使 用 し 、 か つ レ
ー ザ ビ ー ム の エ ネ ル ギ ー を 強 く 吸 収 す る 材 料 か ら 成 る 前 記 第 ２ 構 成 部 材 を 使 用 し 、 レ ー ザ
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ビ ー ム が 前 記 第 １ 構 成 部 材 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 構 成 部 材 に 向 か う よ う に し 、 か つ 前 記 溶 融
域 の 外 部 に は 、 前 記 の 両 構 成 部 材 の 相 互 方 向 運 動 を 制 限 す る 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ を
設 け て お く 形 式 の 、 第 １ 構 成 部 材 と 第 ２ 構 成 部 材 と の 溶 接 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 記 形 式 の 溶 接 法 は す で に 公 知 に な っ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 当 該 公
知 の 溶 接 法 で は 、 第 １ の 蓋 形 構 成 部 材 を そ の 円 周 に 沿 っ て 圧 縮 し て 、 ボ ト ム 部 分 を 形 成 す
る 第 ２ 構 成 部 材 の 内 壁 と 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 ２ つ の 構 成 部 材 が 相 互 に 接 合 さ れ る 。
第 ２ 構 成 部 材 の 内 壁 に 沿 っ て １ つ の ス ト ッ パ が 設 け ら れ て い る の で 、 第 １ 構 成 部 材 は 、 ス
ト ッ パ ま で し か 第 ２ 構 成 部 材 の 内 部 に 挿 入 す る こ と が で き な い 。 両 構 成 部 材 間 の 移 行 域 に
、 次 い で レ ー ザ ビ ー ム 溶 接 装 置 ま た は 電 子 ビ ー ム 溶 接 装 置 に よ っ て エ ネ ル ギ ー が 入 射 さ れ
る の で 、 前 記 移 行 域 に お い て 両 構 成 部 材 の 結 合 が 生 じ る 。 そ の 場 合 肝 要 な こ と は 、 第 １ 構
成 部 材 を 第 ２ 構 成 部 材 の ス ト ッ パ に ま で 押 し 付 け る 押 し 合 わ せ に よ っ て 両 構 成 部 材 相 互 が
も は や 相 対 運 動 し な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た と え ば プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 配 置 さ れ た 電 子 構 成 素 子 を 収 蔵 す る ケ ー シ ン グ を 製 作 す
る 場 合 、 概 し て 単 数 ま た は 複 数 の プ リ ン ト 配 線 基 板 を ケ ー シ ン グ 内 部 に 位 置 決 め も し く は
支 承 す る こ と が 必 要 で あ る 。 自 動 車 の 制 御 器 用 ケ ー シ ン グ を 製 作 す る 場 合 に 、 一 方 の ケ ー
シ ン グ 構 成 部 材 内 に 配 置 さ れ た 圧 入 ピ ン と 協 働 す る 開 口 を プ リ ン ト 配 線 基 板 内 に 設 け る こ
と は 公 知 で あ る 。 こ の 圧 入 ピ ン と 開 口 と の 協 働 に 基 づ い て プ リ ン ト 配 線 基 板 は ケ ー シ ン グ
構 成 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 位 置 固 定 さ れ る 。 し か し な が ら 実 地 に お い て 自 動 車 運 転 中 の 極
端 な 状 況 下 で 発 生 す る こ と の あ る 特 に 高 い 振 動 負 荷 時 に は （ 結 合 が 、 比 較 的 少 数 本 の 圧 入
ピ ン を 介 し て し か 行 わ れ て い な い 場 合 に は 特 に ） 圧 入 ピ ン に よ る プ リ ン ト 配 線 基 板 の 従 来
の 固 定 法 で は 不 充 分 で あ る こ と が 判 明 し た 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ６  ２ ５  ８ ７ ３ 号 （ Ａ １ ） 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 課 題 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に よ っ て 特 定 し た 溶 接 法 を 改 良 し て 、 両 構
成 部 材 の 溶 接 と 同 時 に 、 両 構 成 部 材 に 対 し て 確 実 に 第 ３ 構 成 部 材 、 た と え ば プ リ ン ト 配 線
基 板 を 、 付 加 的 な 構 成 部 材 を 必 要 と す る こ と な し に 、 位 置 固 定 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 溶 接 法 に お け る 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 構 成 手 段 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 部 に 記 載 し た
よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ 両 構 成 部 材 を 溶 接 操 作 以 降 は 相 互 に 圧 着 し 、 少 な く と も １ つ の ス
ト ッ パ  に よ っ て 、 溶 接 操 作 の 間 、 両 構 成 部 材 の 相 互 方 向 運 動 を 制 限 し 、 少 な く と も １ つ
の ス ト ッ パ を 第 ３ 構 成 部 材 と 協 働 す る よ う に し 、 第 ３ 構 成 部 材 を 、 溶 接 操 作 後 は 少 な く と
も １ つ の 前 記 ス ト ッ パ に よ っ て 、 前 記 の 第 １ お よ び 第 ２ 構 成 部 材 の 少 な く と も １ つ に 圧 着
さ せ る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 溶 接 法 の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に 列 挙 し た 通 り で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 説 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に は 、 レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 溶 接 し よ う と す る 第 １ 構 成 部 材 １ ０ と 第 ２ 構 成 部 材 １ １
が 図 示 さ れ て い る 。 図 １ に は 更 に ま た 、 前 記 の 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ を 接 合 し た 後 に 両 構
成 部 材 １ ０ ， １ １ 間 に 位 置 固 定 し よ う と す る 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ も 図 示 さ れ て い る 。 図 面 で
下 位 に 位 置 す る 第 １ 構 成 部 材 １ ０ は 接 合 域 １ ３ を 有 し て お り 、 該 接 合 域 に お い て 両 構 成 部
材 １ ０ ， １ １ は レ ー ザ ビ ー ム に よ っ て 互 い に 接 合 さ れ る 。 接 合 域 １ ３ は 、 該 接 合 域 の 配 置

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-181533 A 2004.7.2



さ れ た ウ ェ ブ 状 凸 設 部 １ ４ よ り も 幾 分 小 さ な 幅 を 有 し て い る 。 接 合 域 １ ３ は 有 利 に は 、 両
構 成 部 材 １ ０ ， １ １ 間 で 、 図 平 面 に 対 し て 垂 直 に 図 示 さ れ た 、 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ の 全
長 に わ た っ て 延 び て い る の で 、 接 合 域 １ ３ に お い て 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ の 線 状 接 触 が 生
じ る 。 し か し 、 こ の 実 施 形 態 と は 択 一 的 に 、 前 記 接 合 域 １ ３ を 第 １ 構 成 部 材 １ ０ に 点 状 に
設 け て 、 該 接 合 域 １ ３ を 、 隆 起 部 の 形 式 で ウ ェ ブ 状 凸 設 部 １ ４ か ら 突 出 さ せ る こ と も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に ま た 第 １ 構 成 部 材 １ ０ は 、 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ を 受 容 す る た め に ス テ ッ プ 状 の 段 部 １
６ を 有 し て い る 。 第 ２ 構 成 部 材 １ １ は 実 質 的 に Ｌ 形 横 断 面 形 に 形 成 さ れ て お り 、 か つ 第 ３
構 成 部 材 １ ２ に 面 し た 方 の 側 に 、 第 ２ 構 成 部 材 １ １ に 一 体 成 形 さ れ た 少 な く と も １ つ の ス
ト ッ パ １ ７ を 有 し て い る 。 こ の 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ １ ７ は 、 Ｌ 形 断 面 形 状 の 第 ２ 構
成 部 材 １ １ の 鉛 直 脚 片 １ ８ の 延 長 線 上 に 一 体 成 形 さ れ て い る の に 対 し て 、 第 ２ 構 成 部 材 １
１ の 他 方 の 水 平 脚 片 １ ９ は 接 合 域 １ ３ に お い て 、 第 １ 構 成 部 材 １ ０ に 面 し た 方 の 側 で 、 第
１ 構 成 部 材 １ ０ 上 に 面 整 合 し て 載 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ に 対 す る レ ー ザ ビ ー ム の 未 作 用 状 態 を 示 し た 図 １ に 相 応 し て 、 少
な く と も １ つ の ス ト ッ パ １ ７ と 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ の 対 面 側 と の 間 に は ギ ャ ッ プ ２ １ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ 構 成 部 材 １ ０ も 第 ２ 構 成 部 材 １ １ も 共 に プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 っ て い る が 、 但 し 、 第
１ 構 成 部 材 １ ０ は た と え ば 相 応 の 添 加 剤 に よ っ て レ ー ザ ビ ー ム 吸 収 性 で あ る の に 対 し て 、
第 ２ 構 成 部 材 １ １ は 、 レ ー ザ ビ ー ム に 対 し て 実 質 的 に 透 過 性 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ で は 、 溶 接 時 の 状 態 が 図 示 さ れ て い る 。 そ の 場 合 レ ー ザ ビ ー ム ２ ２ は 、 第 １ 構 成 部
材 １ ０ に 対 向 し た 方 の 側 か ら 、 第 ２ 構 成 部 材 １ １ の 水 平 脚 片 １ ９ に 作 用 す る 。 両 構 成 部 材
１ ０ ， １ １ の 吸 収 特 性 が 異 な る こ と に 基 づ い て 、 そ の 場 合 、 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ 間 の 接
合 域 １ ３ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 融 点 を 超 え る ま で 加 熱 さ れ る の で 、 両 構 成 部 材 １ ０ ， １
１ は 互 い に 接 合 す る 。 レ ー ザ ビ ー ム ２ ２ の 作 用 中 に 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ は 、 負 荷 力 を 示
す 矢 印 Ｆ に よ っ て 判 る よ う に 、 相 互 に 圧 着 さ れ る 。 レ ー ザ ビ ー ム ２ ２ が 接 合 域 １ ３ の プ ラ
ス チ ッ ク 材 料 を 、 該 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 塑 性 変 形 す る 程 度 に 加 熱 す る と 即 座 に 、 両 構 成 部
材 １ ０ ， １ １ の 押 し 合 わ せ に 伴 っ て 、 第 ２ 構 成 部 材 １ １ は 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ １ ７
と 共 に 、 第 １ 構 成 部 材 １ ０ 並 び に 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ の 方 向 に 動 か さ れ る 。 少 な く と も １ つ
の ス ト ッ パ １ ７ が 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ に 当 接 す る と 、 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ 相 互 の 相 対 運 動
は も は や 行 わ れ な い 。 そ れ と い う の は 、 レ ー ザ ビ ー ム ２ ２ に よ っ て 捉 え ら れ な い 少 な く と
も １ つ の ス ト ッ パ １ ７ が 、 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ を 、 第 １ 構 成 部 材 １ ０ の 段 部 １ ６ に 圧 着 す る
か ら で あ る 。 従 っ て 少 な く と も １ つ の ス ト ッ パ １ ７ は 、 レ ー ザ 溶 接 時 に お け る 両 構 成 部 材
１ ０ ， １ １ 相 互 の 相 対 運 動 を 制 限 す る 行 程 制 限 手 段 も し く は 行 程 ス ト ッ パ と し て 働 く と 共
に 、 付 加 的 に は 第 ３ 構 成 部 材 １ ２ を 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ 間 に 位 置 決 め す る た め に も 働 く
。 レ ー ザ ビ ー ム ２ ２ に よ る 溶 接 プ ロ セ ス 時 に 接 合 域 １ ３ は 塑 性 変 形 さ れ 、 か つ 溶 融 物 ２ ３
が 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ か ら 側 方 に 押 出 さ れ る 。 接 合 域 １ ３ が ウ ェ ブ 状 凸 設 部 １ ４ よ り も
幾 分 小 さ な 幅 を 有 し て い る こ と に よ っ て 、 前 記 溶 融 物 ２ ３ が 両 構 成 部 材 １ ０ ， １ １ を 超 え
て 張 出 す こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ に は 、 本 発 明 の 方 法 を 適 用 し た １ 実 施 例 が 示 さ れ て お り 、 本 実 施 例 で は 、 自 動 車 に
お い て た と え ば 制 御 器 と し て 使 用 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る ボ ッ ク ス 形 の ケ ー シ ン グ ２
５ が 製 作 さ れ る 。 該 ケ ー シ ン グ ２ ５ は 、 レ ー ザ ビ ー ム に と っ て 吸 収 性 の ボ ト ム 部 分 ２ ７ 並
び に レ ー ザ ビ ー ム に と っ て 透 過 性 の 蓋 ２ ８ を 有 し て い る 。 レ ー ザ ビ ー ム （ 矢 印 ２ ９ ） は レ
ー ザ 加 工 時 に 、 円 環 状 の フ ラ ッ ト な 接 合 域 ３ ０ の 領 域 に お い て 、 ボ ト ム 部 分 ２ ７ に 対 向 す
る 方 の 蓋 ２ ８ の 側 で 接 合 域 ３ ０ に 作 用 す る 。 該 蓋 ２ ８ は 、 下 向 き に 引 き 下 げ ら れ た 縁 部 ３
１ を 有 し 、 該 縁 部 は 、 ボ ト ム 部 分 ２ ７ を 蓋 ２ ８ と 接 合 し た 後 に は 、 ボ ト ム 部 分 ２ ７ の 外 面
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に 沿 っ た 円 環 状 隆 起 部 ３ ２ と 相 俟 っ て 、 同 じ く 円 環 状 の 室 ３ ３ を 形 成 し 、 該 円 環 状 室 は 、
接 合 域 ３ ０ か ら 場 合 に よ っ て 流 出 す る 溶 融 物 を 受 容 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ケ ー シ ン グ ２ ５ の 内 部 に は プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ が 配 置 さ れ て お り 、 該 プ リ ン ト 配 線 基
板 は た と え ば そ の 上 面 に 電 子 構 成 素 子 ３ ６ を 支 持 し て い る 。 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ は 、 蓋
２ ８ を 装 着 す る 以 前 に 、 ボ ト ム 部 分 ２ ７ の 内 部 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ の 位 置 決 め の た め に
プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ は 、 い わ ゆ る 圧 入 ピ ン ３ ８ と 協 働 す る 複 数 の 穴 ３ ７ を 有 し て い る 。
圧 入 ピ ン ３ ８ は 、 た と え ば ボ ト ム 部 分 ２ ７ の 底 域 に 一 体 的 に 成 形 さ れ て お り 、 か つ 圧 入 ピ
ン の 円 筒 形 区 分 ３ ９ が 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ の 穴 ３ ７ を 貫 通 し て 突 出 し て い る 。 そ の 場
合 、 穴 ３ ７ の 直 径 お よ び 圧 入 ピ ン ３ ８ の 円 筒 形 区 分 ３ ９ の 直 径 を 適 当 な 許 容 誤 差 範 囲 内 に
設 定 す る こ と に よ っ て 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ を 圧 入 ピ ン ３ ８ に よ っ て 保 持 す る こ と が 可
能 に な る 。 更 に ま た 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ を 圧 入 ピ ン ３ ８ に 組 付 け る 際 に 該 プ リ ン ト 配
線 基 板 ３ ５ の 運 動 を 制 限 す る た め 、 も し く は 該 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ を 所 期 の 目 標 位 置 に
位 置 決 め す る た め に 、 ボ ト ム 部 分 ２ ７ の 内 縁 域 に は ス ペ ー サ ブ ロ ッ ク ４ １ が 配 置 さ れ て い
る 。 蓋 ２ ８ を ボ ト ム 部 分 ２ ７ と 結 合 す る 以 前 に 、 前 記 ス ペ ー サ ブ ロ ッ ク ４ １ 上 に プ リ ン ト
配 線 基 板 ３ ５ が 載 置 さ れ る 。 従 っ て ス ペ ー サ ブ ロ ッ ク ４ １ は ボ ト ム 部 分 ２ ７ と 相 俟 っ て 、
図 １ お よ び 図 ２ に お け る 段 部 １ ６ に 相 当 す る そ れ ぞ れ １ つ の 段 部 ４ ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ボ ト ム 部 分 ２ ７ に 面 し た 方 の 蓋 ２ ８ の 内 面 側 に は 、 ス ペ ー サ ブ ロ ッ ク ４ １ に 覆 合 し て 複
数 の ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 該 ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ は 蓋 ２ ８ に 一
体 的 に 成 形 さ れ て い る の が 有 利 で あ る 。 ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ が 一 体 成 形 さ れ た 領 域 で
は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ 上 に 電 子 構 成 素 子 ３ ６ が 位 置 し て い な い の は 勿 論 の こ と で あ る
。 ボ ト ム 部 分 ２ ７ 上 に 蓋 ２ ８ を （ 矢 印 ２ ９ の 方 向 に ） 溶 接 す る 溶 接 プ ロ セ ス 時 に 、 ス ペ ー
サ ブ ロ ッ ク ４ １ と は 反 対 の プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ の 側 に ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ が 載 る と
即 座 に 、 ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ は 、 ボ ト ム 部 分 ２ ７ に 対 す る 蓋 ２ ８ の 相 対 運 動 を 制 限 す
る 。 更 に ま た 、 蓋 ２ ８ と ボ ト ム 部 分 ２ ７ と の 接 合 が 終 了 す る と 、 そ れ に 伴 っ て ケ ー シ ン グ
２ ５ 内 に お け る プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ の 正 確 な 位 置 決 め が 得 ら れ る 。 そ れ と い う の は 今 や
プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ は 、 高 い 揺 振 負 荷 を 受 け た 場 合 で さ え も 、 圧 入 ピ ン ３ ８ に 対 し て も
は や 相 対 運 動 で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 示 し た 実 施 例 が 、 図 ３ の 実 施 例 と 相 違 し て い る 点 は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ ａ の
上 面 縁 部 域 ４ ５ に も 同 じ く 電 子 構 成 素 子 ３ ６ ａ が 配 置 さ れ て い る こ と で あ る 。 ボ ト ム 部 分
２ ７ ａ を 蓋 ２ ８ ａ と 溶 接 す る 際 に ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ ａ を 上 面 縁 部 域 ４ ５ の 電 子 構 成
素 子 ３ ６ ａ と 接 触 さ せ な い た め に 、 電 子 構 成 素 子 の 設 け ら れ て い な い プ リ ン ト 配 線 基 板 ３
５ ａ の 中 央 域 に ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ ａ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 説 明 を 補 足 し て お く が 、 縁 部 域 に 電 子 構 成 素 子 を 支 持 し な い プ リ ン ト 配 線 基 板 の
場 合 に も ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ ａ の 配 置 構 成 を 使 用 で き る の は 自 明 の 通 り で あ る 。 ス ト
ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ ａ と は 反 対 の プ リ ン ト 配 線 基 板 側 に 別 の ス ト ッ パ エ レ メ ン ト も し く は
別 の ス ペ ー サ ブ ロ ッ ク が 配 置 さ れ て い な い 、 図 ４ に 相 当 す る ス ト ッ パ エ レ メ ン ト ４ ３ ａ の
配 置 形 式 は 、 レ イ ア ウ ト の 理 由 か ら 、 或 い は プ リ ン ト 配 線 基 板 に 或 る 程 度 の 曲 げ 応 力 を 及
ぼ す こ と が 所 望 さ れ て い る と い う 理 由 か ら 、 選 択 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 念 の た め に 付 記 し て お く が 、 以 上 述 べ た 本 発 明 の 溶 接 法 は 、 自 動 車 の 制 御 器 に お け
る 使 用 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 む し ろ 本 発 明 の 方 法 に よ っ て 、 複 数 の 構 成 部 材 を
互 い に 接 合 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の 場 合 、 第 ３ 構 成 部 材 （ 図 示 の 実 施 例 で は た と え ば
プ リ ン ト 配 線 基 板 ） は 他 の ２ つ の 構 成 部 材 間 に 位 置 決 め さ れ て い る 。 更 に 図 ３ お よ び 図 ４
に お い て 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ３ ５ ， ３ ５ ａ を 、 適 当 な 圧 入 ピ ン ３ ８ 無 し に 使 用 す る こ と も
も ち ろ ん 可 能 で あ る 。 図 ３ お よ び 図 ４ に 相 当 す る 制 御 器 の 場 合 、 該 制 御 器 を 蓋 ２ ８ ， ２ ８
ａ で 閉 鎖 す る 前 に 、 圧 入 ピ ン ３ ８ は 、 制 御 器 の 事 前 組 立 も し く は 操 作 お よ び 検 査 の た め に
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使 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 溶 接 法 を 溶 接 操 作 前 の 状 態 で 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 ２ 】 本 発 明 の 溶 接 法 を 溶 接 操 作 後 の 状 態 で 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 ３ 】 本 発 明 の 溶 接 法 に よ っ て 溶 接 さ れ た 構 成 部 材 か ら 成 る 制 御 器 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 ４ 】 図 ３ と は 異 な っ た 態 様 の 構 成 部 材 か ら 成 る 制 御 器 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ０ 　 第 １ 構 成 部 材 、 　 １ １ 　 第 ２ 構 成 部 材 、 　 １ ２ 　 第 ３ 構 成 部 材 、 　 １ ３ 　 接 合 域
、 　 １ ４ 　 凸 設 部 、 　 １ ６ 　 段 部 、 　 １ ７ 　 ス ト ッ パ 、 　 １ ８ 　 鉛 直 脚 片 、 　 １ ９ 　 水 平
脚 片 、 　 ２ １ 　 ギ ャ ッ プ 、 　 ２ ２ 　 レ ー ザ ビ ー ム 、 　 ２ ３ 　 溶 融 物 、 　 ２ ５ ， ２ ５ ａ 　 ケ
ー シ ン グ 、 　 ２ ７ ， ２ ７ ａ 　 ボ ト ム 部 分 、 　 ２ ８ ， ２ ８ ａ 　 蓋 、 　 ２ ９ 　 レ ー ザ ビ ー ム 、
　 ３ ０ 　 接 合 域 、 　 ３ １ 　 縁 部 、 　 ３ ２ 　 隆 起 部 、 　 ３ ３ 　 室 、 　 ３ ５ ， ３ ５ ａ 　 プ リ ン
ト 配 線 基 板 、 　 ３ ６ ， ３ ６ ａ 　 電 子 構 成 素 子 、 　 ３ ７ 　 穴 、 　 ３ ８ 　 圧 入 ピ ン 、 　 ３ ９ 　
円 筒 形 区 分 、 　 ４ １ ， ４ １ ａ 　 ス ペ ー サ ブ ロ ッ ク 、 　 ４ ２ 　 段 部 、 　 ４ ３ ， ４ ３ ａ 　 ス ト
ッ パ エ レ メ ン ト 、 　 ４ ５ 　 縁 部 域 、 　 Ｆ 　 負 荷 力 を 示 す 矢 印
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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